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要旨要旨要旨要旨 

 

第第第第 1 章章章章    研究背景研究背景研究背景研究背景 

    現在，大学生スポーツ競技者の心理的なストレスを起因とした様々な問題が起きている。大学

生スポーツ競技者のストレス問題は，単に競技パフォーマンスの低下を引き起こすだけでなく，

競技生活を断念する事態や将来の進路やキャリア・パスとも関わる深刻な問題に発展することも

報告されている。特に，バーンアウト，ドロップアウト，受傷後から回復にかけての心理・身体・

行動的問題(e.g., Smith，1986；青木，1989；岡・竹中・松尾，1998)は，スポーツ競技者の日常生

活及び競技活動に伴う心理的ストレスが主な要因となっており(e.g., 西川・鈴木，2009；岡・竹中・

松尾・堤，1998；上野・清水，2011)，競技者の健康問題に大きく影響を与えている。 

その予防策・解決策を検討する上で，レジリエンスの概念の応用が試みられている。レジリエ

ンスとは，「困難で脅威的な状況にも関わらず，うまく適応する過程・能力・結果」と定義されて

いる(Masten, Best, & Garmezy，1990)。しかし，スポーツ領域においてレジリエンスの研究はいま

だ少ないのが現状であり，今後スポーツ競技におけるレジリエンスの基礎的理論を確立する上で

の予備的研究と位置付け，調査を行った。 

 

第第第第 2 章章章章    本研究の目的と意義本研究の目的と意義本研究の目的と意義本研究の目的と意義 

 本研究では，スポーツ競技の領域によるレジリエンスの基礎理論を確立する上で必要なモデル

の開発に着目し，大学の部活動に従事しているスポーツ競技者のレジリエンスモデルの構築を最

終目的とした，レジリエンスが機能するプロセスの解明の検討を試みた。特に，スポーツ競技者

のレジリエンスを研究することは，ストレスマネジメントやバーンアウトに対して有益であるこ

とが示唆され（小林・西田，2007），今後，競技者のバーンアウトやドロップアウトを防止するだ

けでなく，メンタルヘルスの保持・増進，競技者としての成長や競技の継続性に貢献することが

考えられ，心理的問題の解決策・予防策という視点を重視しながら研究を進めることとした。 

 

第第第第 3，，，，4 章章章章    大学生スポーツ競技者のレジリエンスモデルの構築と応用性の検討大学生スポーツ競技者のレジリエンスモデルの構築と応用性の検討大学生スポーツ競技者のレジリエンスモデルの構築と応用性の検討大学生スポーツ競技者のレジリエンスモデルの構築と応用性の検討 

 本研究の結果から，大学生スポーツ競技者が困難な状況に直面した際に，レジリエンスを活用

することでストレス反応といったネガティブな要因を取り除くだけでなく，自尊感情といったポ

ジティブな要因を高めることが可能であることが示唆された。スポーツ領域外の先行研究を概観

すると，レジリエンスが与える心理的効果として，自尊感情の向上(e.g., 小塩・中谷・金子・長峰，

2002；田中・兒玉，2010)，ストレス反応の低減(e.g., 石毛・無藤，2005；齋藤・岡安，2011)が報

告されていることからも，大学生スポーツ競技者のレジリエンスにおいても同様な結果が得られ

た。また，高校運動部員という異なるフィールドの対象者への応用性の検討から，大学生スポー

ツ競技者だけでなく，高校運動部員に対してもレジリエンスの概念を応用することが可能である

ことが示され，年齢に応じたレジリエンスの育成を考える必要があると思われる。 

今後は，スポーツ競技者のレジリエンスを探索的に調査するにあたって，質的研究の必要性を

示唆している(小林・西田，2009)ことからも，研究者自身がフィールドに入り，スポーツの特殊性

を考慮した上で，レジリエンスの変化を追跡調査する手法が有効であると考えられる。そのため，

レジリエンスの発生に着目して，同一の部活動集団を対象としたコホート研究によってレジリエ

ンスを明らかにし，レジリエンスの行動予測モデルへと発展させ，スポーツ臨床現場に還元して

いきたいと思う。 
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